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遠
賀
町
島
津
・
丸
山
歴
史
自
然

公
園
が
オ
ー
プ
ン

平
成
七
年
末
か
ら
整
備
工
事
を
行
っ
て
い
ま
し
た
島

津
地
区
の
歴
史
自
然
公
園
は
、
今
年
7
月
末
を
も
っ
て

工
事
が
終
了
し
、
オ
ー
プ
ン
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
歴
史
や
自
然
を
学
ぶ
場
と
し
て
、
ま
た
、
気

軽
な
散
策
コ
ー
ス
と
し
て
、
町
民
の
皆
様
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

㈹
公
園
整
備
の
主
旨

農
耕
文
化
発
祥
の
地
の
一
つ
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
遠
賀
川
下
流
域
は
、
豊
か

な
水
や
良
好
な
自
然
環
境
の
恩
恵
を
受

け
て
、
古
代
の
遺
跡
が
数
多
く
集
中
す

る
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
島
津
・
丸
山
古
墳
辞
は
、
遠

賀
川
流
域
で
も
最
古
の
前
方
後
円
墳
と

さ
れ
る
丸
山
古
墳
を
中
心
に
、
五
基
の

古
墳
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
丸
山
古

墳
の
他
に
も
、
県
内
で
は
例
の
少
な
い

古
墳
の
形
と
な
る
、
方
墳
の
丸
山
二
号

境
も
注
目
さ
れ
て
い
る
古
墳
で
す
。

こ
れ
ら
の
古
墳
を
生
み
育
て
た
の

が
、
遠
賀
川
の
水
や
森
や
平
野
な
ど
の

豊
か
な
自
然
環
境
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。
文
化
遺
産
の
保
全

だ
け
で
な
く
、
数
多
く
の
文
化
を
生
み

育
て
て
き
た
自
然
環
接
の
大
切
さ
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
の
古
墳

辞
を
単
な
る
古
墳
公
園
で
は
な
く
、
歴

史
自
然
公
園
と
し
て
保
存
整
備
い
た
し

ま
し
た
。

㈲
歴
史
的
背
景

大
き
な
古
墳
が
造
り
始
め
ら
れ
る
こ

ろ
を
も
っ
て
古
墳
時
代
の
幕
明
け
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
三
世
紀
の

終
わ
り
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
、
七
世
紀
ま

で
を
古
墳
時
代
と
言
い
ま
す
。
古
墳
時

代
で
も
初
め
の
こ
ろ
に
造
ら
れ
た
の
か

丸
山
古
墳
で
、
長
さ
が
五
十
七
メ
ー
ト

ル
の
前
方
後
円
墳
で
す
。
後
門
部
の
直

径
が
三
十
メ
ー
ト
ル
と
大
き
く
、
高
さ

は
七
メ
ー
ト
ル
に
も
達
し
、
前
方
部
は

細
長
い
形
で
、
全
面
に
平
坦
面
を
持
つ

特
徴
を
備
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

古
墳
の
形
か
ら
四
世
紀
の
前
半
か
ら
中

頃
ま
で
の
時
期
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

丸
山
古
墳
が
丘
陵
土
の
斜
面
際
に
造

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
丘
陵
上
の

中
央
に
位
置
し
て
い
る
の
が
丸
山
二
号

境
で
す
。
こ
の
古
墳
は
上
か
ら
見
る
と

正
方
形
と
な
り
、
一
辺
の
長
さ
が
十
八

メ
ー
ト
ル
で
、
方
墳
と
呼
ば
れ
る
珍
し

い
古
墳
で
す
。
特
異
な
形
の
古
墳
で
あ

る
ば
か
り
か
、
最
も
良
好
な
位
置
に
造

ら
れ
て
い
る
点
か
ら
、
丸
山
古
墳
よ
り

も
古
い
時
期
に
造
ら
れ
た
可
能
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。

他
の
三
基
の
円
墳
も
、
墳
丘
の
高
さ

が
低
い
点
と
、
隣
接
し
て
い
た
島
津
・

塚
の
元
古
墳
群
の
有
り
様
を
考
え
合
わ

せ
て
み
る
と
、
五
世
紀
の
前
半
ご
ろ
ま

で
に
造
ら
れ
た
古
墳
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
島
津
・
丸
山
古
項
請

は
古
墳
時
代
の
前
期
に
属
す
古
墳
群
と

言
え
ま
す
が
、
前
方
後
円
墳
や
方
墳
を

含
ん
で
い
る
点
か
ら
、
遠
賀
川
下
流
域

を
支
配
し
て
い
た
有
力
豪
族
の
墓
で
あ

る
と
思
わ
れ
、
当
時
の
社
会
を
知
る
上

で
も
、
こ
の
古
墳
群
は
極
め
て
貴
重
な

遺
跡
で
す
。
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観
察
時
の
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。
鳥

の
巣
箱
や
樹
名
板
も
随
所
に
配
置
し
て

い
ま
す
か
ら
、
自
然
観
察
路
を
歩
き
な

が
ら
自
然
を
身
近
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
桜
園
と
梅
園
に
竹
林

ゾ
ー
ン
、
四
季
折
り
お
り
の
草
花
も
植

え
て
い
ま
す
の
で
、
気
曜
な
散
歩
コ
ー

ス
に
い
か
が
で
し
ょ
う
が
。
休
憩
場
所

の
東
尾
や
自
然
石
ベ
ン
チ
を
随
所
に
配

置
し
て
お
り
、
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ピ
ク

ニ
ッ
ク
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

古
墳
広
場
2
で
は
遠
賀
川
が
一
望
で

き
、
く
つ
ろ
ぎ
の
一
時
を
過
ご
し
な
が

ら
、
遠
賀
川
の
歴
史
も
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
施
設
で
、

自
然
環
境
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
と
思
う
の
は
面
映
ゆ
い
の
で
す

が
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
に
対
し
て
、
優
し

く
接
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
の
願
い
を

込
め
て
造
り
ま
し
た
。

㈹
お
願
い

当
公
園
は
遠
賀
町
北
東
部
の
島
津
地

区
に
あ
り
、
位
置
図
と
共
に
見
取
り
図

は
下
図
の
と
お
り
で
す
。
公
園
の
広
さ

は
約
二
万
八
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す

が
、
民
家
等
に
隣
接
し
て
お
り
、
く
れ

‘
叫
　
ぐ
れ
も
民
有
地
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う

…
お
願
い
し
ま
す
。

も
う
一
つ
の
お
願
い
は
、
当
公
園
を

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
申
し
出
に
は
、

ご
白
身
の
ア
ジ
サ
イ
を
植
え
る
だ
け
で

は
な
く
、
手
入
れ
な
ど
も
行
う
町
民
の
方

が
た
が
参
加
し
た
手
作
り
公
団
と
し
て
い

た
だ
け
な
い
が
と
の
、
あ
り
が
た
い
主
旨

も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
三
村
さ
ん
の
申

し
出
は
、
当
公
園
整
備
の
主
旨
と
も
相
通

じ
て
お
り
、
広
く
町
民
の
皆
様
に
利
用
さ

れ
る
公
園
に
し
た
い
も
の
で
す
。

現
在
、
町
で
は
花
の
手
入
れ
を
行
っ
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
参
加
を
申
し
込
ま
れ
る
人
は
、
遠
賀
町

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
℡
（
2
9
3
）

1
2
3
4
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
ご
厚
志

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
当
公
園
は
8
月
8
日
㈱
に
開

園
式
を
行
い
ま
す
が
、
式
典
後
の
正
午
か

ら
一
般
公
開
い
た
し
ま
す
の
で
気
軽
に
散

策
し
て
く
だ
さ
い
。



子

夏
の
省
エ
ネ

大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
守
る
た
め
に

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
　
暮
ら
し
の
な
か
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

電
気
製
品
を
賢
く

上
手
に
使
う

冷
や
し
す
ぎ
の
エ
ア
コ
ン
、
つ
け
っ

ぱ
な
し
の
テ
レ
ビ
・
・
・
。
使
い
方
次

第
で
電
力
の
消
費
量
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
電
気
製
品
が
、
わ
た
し
た
ち
の

身
の
回
り
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で

す
。
こ
こ
で
は
、
電
力
消
費
量
の
多
い

主
な
機
器
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
賢

く
上
手
に
使
う
方
法
を
紹
介
し
ま
し
ょ

、つ。

（
エ
ア
コ
ン
）

●
室
温
を
こ
ま
め
に
調
節

冷
や
し
過
ぎ
は
電
気
の
無
駄
づ
か
い

だ
け
で
な
く
、
健
康
に
も
よ
く
あ
り
ま

せ
ん
。
室
温
は
二
十
八
度
を
目
安
に
し

て
く
だ
さ
い
。

●
ド
ラ
イ
モ
ー
ド
の
活
用
を

湿
度
が
低
い
と
、
同
じ
室
温
で
も
涼

し
く
感
じ
ま
す
。
二
十
八
度
で
湿
度
八

〇
％
の
部
屋
よ
り
、
同
じ
二
十
八
度
で

湿
度
五
五
％
の
部
屋
の
ほ
う
が
よ
り
涼

し
く
感
じ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
消
費

電
力
の
少
な
い
ド
ラ
イ
モ
ー
ド
を
活
用

し
、
よ
り
経
済
的
な
冷
房
を
心
が
け
ま

し
ょ
、
つ
。

●
二
週
間
に
一
回
は
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー

の
掃
除
を

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
に
ほ
こ
り
が
詰
ま

る
と
空
気
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、
フ
ァ

ン
を
回
す
電
力
を
余
計
に
消
費
し
て
し

ま
い
ま
す
。

●
窓
に
は
日
よ
げ
を

冷
房
効
果
を
高
め
る
た
め
、
カ
ー
テ

ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
な
ど
を
上
手
に
利
用

し
、
窓
か
ら
太
陽
熱
が
侵
入
す
る
の
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

（
そ
の
他
の
家
電
製
品
）

●
照
明
器
具
を
こ
ま
め
に
掃
除
す
る

照
明
器
具
を
掃
除
す
る
だ
け
で
、
明

る
さ
が
二
〇
－
三
〇
％
も
増
し
ま
す
。

電
球
や
か
さ
な
ど
の
汚
れ
を
こ
ま
め
に

取
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
電
球
の
取
り

替
え
は
早
め
に
。

●
冷
蔵
庫
の
食
品
は
す
き
問
を
空
け
て

入
れ
る

食
品
を
詰
め
込
み
過
ぎ
る
と
冷
気
の

循
環
が
妨
げ
ら
れ
、
そ
の
分
電
力
を
多

く
使
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
庫
内
に
す
き

問
を
つ
く
れ
ば
、
食
品
の
出
し
入
れ
が

短
い
時
間
で
済
み
、
無
駄
な
開
閉
も
な

く
な
り
ま
す
。

●
テ
レ
ビ
を
長
時
間
使
用
し
な
い
と
き

は
主
電
源
を
オ
フ
に

長
時
間
外
出
す
る
と
き
や
寝
る
前
に

は
、
テ
レ
ビ
本
体
の
主
電
源
を
必
ず
切

り
ま
し
ょ
、
つ
。

ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー
で
の
気
功
教
室
、

ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
自

立
自
助
」
を
基
本
理
念
に
総
合
福
祉
事

業
・
生
涯
学
習
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
回
次
の
要
領
で
「
気
功
教

室
」
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室
」
を
開
設
し

ま
す
。ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー
で
、
よ
り

生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
生
活
を
生

み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

気
功
教
室

●
と
き
　
平
成
8
年
9
月
6
日
　
（
金
）

か
ら
平
成
9
年
3
月
2
8
日
　
（
金
）
ま

で
の
金
曜
日
、
毎
月
三
回
程
度
　
午

後
1
時
か
ら
2
時
4
5
分
ま
で
の
十
八

回
コ
ー
ス

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
室

●
内
容
　
朝
日
気
功
会
　
幸
田
三
紀
子

先
生
に
よ
る
朝
日
式
気
功

●
対
象
　
町
内
在
住
で
気
功
に
興
味
の

あ
る
人

●
募
集
人
員
　
二
十
人

●
受
講
料
　
月
五
百
円
　
（
教
材
費
等
は

別
途
個
人
負
担
）

ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室

●
と
き
　
平
成
8
年
9
月
5
日
　
（
木
）

か
ら
平
成
9
年
2
月
2
7
日
　
（
木
）
　
ま

で
の
木
曜
日
、
毎
月
三
回
程
度
　
午

前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で
の
十
五
回

コ
ー
ス

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

研
修
室

●
内
容
　
全
日
本
学
校
音
楽
研
究
会
常

任
理
事
　
阿
部
零
先
生
に
よ
る
初
歩

か
ら
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

●
対
象
　
町
内
在
住
で
ハ
ー
モ
ニ
カ
に

興
味
の
あ
る
人

●
募
集
人
員
　
二
十
人

●
受
講
料
　
月
五
百
円
　
（
教
材
費
等
は

別
途
個
人
負
担
）

※
申
し
込
み
　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン

タ
ー
に
申
込
用
紙
を
置
い
て
い
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
8

月
2
0
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

詳
し
く
は
、
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン

タ

ー

　

℡

　

（

2

9

3

）

　

2

0

3

0

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



二村l導光氏

昭和9年3月14日生

6回にわたって連載いたしますこのコーナー、今回はその

第3回。

前回は「何のためにやるの？」というテーマのもと、事業所・
企業親計調査のエネルギー供給への活用のお話をしました
が、今回はそのつづさのお話をさせて頂きます。

く第3回〉　何のためにやるの？②
事業所・企業統計調査が果たすべく「日に見えない支え」
は、よく周りを見回してみれば、第2回でお話したエネルギー
の供給の他にも様さまなものがあることに気付きます。関係

企業、お客様との連絡を取るための交通・通信設備、事故や
災害の際の保安・防災対策、そして、どうしても毎日出てし
まうゴミの清掃対策など。さらに人口や交通等の関連資料と
の組み合わせにより、都市の再開発や産業の適正配置等の計
画立案にも役立っているのです。
ここまでお話すれば、お分かりのように、この統計調査は、

事業所・企業の皆さんにとって、非常に大きな意味を持って
おり、その町やその町の住民の方がたとのつながりをよりス
ムースにするための潤滑剤となっているのです。

会社も、お店も、学校も、病院も。

事業所・企業
繭呂i目即題司

●－●「．

前
教
育
長
の
時
松
喜
志
男
氏
が
、
6

月
0
0
目
付
け
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
二
村
博
光
氏
が
1
月
9
日
付
け
で
、

新
し
い
教
育
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
住
所
）
遠
賀
町
鬼
津
一
九
二
〇

（
略
歴
）
　
昭
和
2
9
年
遠
賀
町
立
浅
木
小

学
校
教
諭
・
昭
和
4
5
年
遠
賀
町
立
島
田

小
学
校
教
諭
・
昭
和
5
2
年
遠
賀
町
立
島

門
小
学
校
教
頭
・
昭
和
5
5
年
芦
屋
町
立

芦
屋
東
小
学
校
教
頭
・
昭
和
5
7
年
水
巻

町
立
頃
末
小
学
校
教
頭
・
昭
和
5
0
年
岡

垣
町
立
戸
切
小
学
校
校
長
・
昭
和
6
2
年

岡
垣
町
立
海
老
津
小
学
校
校
長
・
平
成

3
年
遠
賀
町
立
広
渡
小
学
校
校
長
・
平

成
6
年
遠
賀
町
教
育
委
員
会
　
社
会
教

育
指
導
員
・
平
成
1
年
遠
賀
町
教
育
委

員
会
教
育
委
員

自
賠
責
　
な
け
れ
ば
乗

れ
な
い
　
走
れ
株
い

今
年
も
無
保
険
　
（
無
共
済
）
　
車
対
策

協
議
会
（
総
務
庁
、
警
察
庁
、
大
蔵
省
、

農
林
水
産
省
、
運
輸
省
等
）
　
で
は
、
9

月
1
日
か
ら
9
月
0
0
日
ま
で
「
無
保
険

（
無
共
済
）
車
を
な
く
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
行
い
ま
す
。

無
保
険
車
の
中
に
は
車
検
切
れ
と
と

も
に
保
険
　
（
共
済
）
　
の
期
間
切
れ
に
気

付
か
な
い
ケ
ー
ス
や
、
車
検
が
な
い
ミ

ニ
バ
イ
ク
等
の
場
合
は
、
保
険
（
共
済
）

の
期
間
切
れ
に
気
付
か
な
い
ケ
ー
ス
が

多
い
の
で
す
。
無
保
険
　
（
無
共
済
）
　
で

死
傷
事
故
で
も
起
こ
し
た
ら
、
そ
れ
こ

そ
大
変
で
す
。

ま
た
、
自
動
車
お
よ
び
ハ
イ
ク
に
は

自
賠
責
保
険
　
（
共
済
）
　
へ
の
加
入
が
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
無
保
険

（
無
共
済
）
　
で
走
る
と
、
六
か
月
以
下

の
懲
役
、
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
、

さ
ら
に
違
反
点
数
六
点
と
な
り
、
免
許

停
止
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
た
ら
、

最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社
、
代
理
店
（
バ

イ
ク
・
自
転
車
店
等
）
、
農
協
へ
い
き

ま
し
ょ
う
。

農
業
委
員
会
会
長
・
副
会
長
の

紹
介
　
〔
農
業
委
員
会
〕

〔
会
長
〕
　
石
松
　
芳
賎
民

民
業
委
員
会
委
員
一
枝
選
挙
結
果

平
成
8
年
1
月
1
日
に
遠
賀
町
農
業

委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
選
挙
は
、
走
数
十
人
に
対

し
て
立
候
補
者
が
十
人
で
あ
っ
た
た

め
、
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

当
選
者
　
（
十
人
）
　
及
び
町
議
会
・
遠

賀
郡
農
業
協
同
組
合
か
ら
推
薦
さ
れ
、

町
長
か
ら
選
任
さ
れ
た
委
員
　
（
三
人
）

は
次
の
方
が
た
で
す
。
（
順
不
同
・
敬

称略）〔
選
挙
に
よ
る
当
選
委
員
〕

○
　
柳
井

○
　
石
松

○
　
井
口

○
　
柴
田

○
　
安
増

○
　
吉
野

○
　
加
藤

○
　
芳
村

○
　
大
場

○
　
吉
田

博
幸
　
（
浅
木
）

芳
城
　
（
上
別
肺
）

保
男
　
（
鬼
津
）

英
俊
　
（
広
渡
）

進
　
（
別
府
）

万
三
　
（
虫
生
津
）

行
雄
　
（
今
古
賀
）

正
博
　
（
木
守
）

義
信
　
（
島
津
）

光
宏
　
（
尾
崎
）

農
業
の
急
速
な
国
際
化
に
対
応
す
る

た
め
、
足
腰
の
強
い
農
業
の
確
立
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
千
五
百
戸
余
り
の
全
農
家
か
ら
理
解

さ
れ
る
農
業
委
員
会
を
目
指
し
、
農
家

の
声
を
町
政
に
離
ぎ
、
都
市
と
農
村
の

調
和
あ
る
発
展
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〔
副
会
長
〕
柳
井
　
博
幸
氏

〔
選
任
さ
れ
た
委
員
〕

○
　
吉
浦
　
勝
嘉
　
（
議
会
推
薦
）

○
　
村
田
　
智
美
　
（
議
会
推
薦
）

○
　
山
中
　
英
二
　
（
農
協
推
薦
）

近
年
、
全
国
的
に
農
村
を
取
り
巻
く

環
境
が
厳
し
い
だ
け
に
副
会
長
の
重
責

を
感
じ
て
い
ま
す
。
農
家
の
高
齢
化
が

進
む
な
か
、
相
互
扶
助
を
基
本
に
遠
賀

町
の
立
地
条
件
を
生
か
し
、
生
協
や
消

費
者
代
表
と
若
手
農
業
者
等
と
の
交
流

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
な
情

熱
で
望
み
ま
す
。
こ
支
援
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



お互いの人権を尊重しよう

遠賀町同和周題講演会
7月11日に遠賀町中央公民館で、部落解放同盟福岡市

協議会戸切支部あすなろ解放学級野上早宙さんを講師
に迎えて、同和問題講演会が行われました。会場にはたく

さんの人たちが訪れ、講師の話を熱心に聞いていました。

野上さんは、苦労の多かった子ども時代、自分が受け

続けた差別について話され、「大人たちが、部落羞別問

題を見てみぬぶりをしたり、かかわりたくないとか思っ

たりしていては、差別はなくならない。これは間違って

いるんだ、とはっきりいえる勇気があれば、差別はなく

なると思う。」と私たちに訴えていました。

ri空電： ∵ 纏葛は �三号 �霊魂魅 
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カレー作りに挑戦

チビも学習会
梅雨の晴れ間がのぞく好天の中、6月22日（土）に遠

賀総合運動公園キャンプ場で子とも学習会があり、子と

もたちは、カレー作りに挑戦しました。米を洗う子、野

菜を切る子、かまどに火をおこす子とそれぞれが熱心に

仕事に取り組みました。子どもたちは悪戦苦闘し、予定
より1時間遅れてやっとカレーができあがり、昼食。い

ざ、口にしたカレーはきっとおいしかったことでしょう

ね。火吹き棒を使って火をおこしたり飯こうでご飯をた

いたりと、こどもたちにとってとてもよい経験になった

ようです。

一十にじの会．出会いのひるは”

小一質、いい出合1、

小学生バレーボール九州大会に出場

居間ジェニア男子のみなさん
7月12日にハレーポールクラブの島門ジュニア男子チームが役

場を訪れ、町長に九州大会出場の報告を行いました。
7月7日、福岡市で行われた第16回ライオンカップ福岡県大会

において、激戦の末、見事3位となり、昨年に続き九州大会（沖

縄県　8月25日－28日）に出場することになりました。子ともた

ちも、今は県の代表として優勝をめざし、結線留中だということ

です。九州大会でのご健闘をお祈りいたします。

I 
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「いいとき、いい出会い」

おんがにじの会主催

諮演会・チェロとピアノの演奏会
7月18日に遠賀コミュニティーセンター・大ホールで、町内

在住の王墓敏氏のチェロの演奏と絵本作家の木村裕一－氏の講演

がありました。会場には約150人の皆さんが訪れ、チェロの美

しい演奏と、講演を熱心に聞いていました。

！∴



華麗に勇壮に・・・夏の励囲
老良・島津の山笠
毎年恒例の老良・島津の山笠が7月14日、15日にそ
れぞれ行われました。

白い法被に鉢巻きをしめた、子どもからお年寄りま
での区民のみなさんは気勢を上げ、わっしょい、わっ

しょいと掛け声をあげながら山笠を元気良くひき、地

区内を駆けめぐりました。
この祇園山笠は、江戸時代から行われている伝統行

事で、今も地域の人たちに受け継がれています。

梅厨の時期にきれいに咲き誇った
あじさいの花

遠賀町老人クラブの皆さんが、遠賀コミュニティーセンター典

にある水辺の広場に植えつけたあじさいの花が、梅雨の時期にき

れいに咲き誇り、水辺の広場を訪れたさまざまな人の目を楽しま

せてくれました。来年もきれいなあじさいの花でいっぱいになる

ことでしょうね。

＼ ��∴∴ 
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みんなの願いごとが

かないますように！
6月25日に、遠賀川保育園から町内の交番、駅、商工会、

郵便局、役場に七夕飾りがプレゼントされました。役場で

も早速ロビーに飾られ、さまざまな願いごとが書かれた七

夕飾りは、役場を訪れるさまざまな人の目を楽しませてく

れました。みんなの願いごとが早くかなうといいね。

け父　ふ　う　紫　地 りの　ら　ぐ　陽　に �俳 句 遠 賀 焼 失 句 会 望 �知眠　花庭　む海　田久　て神 らら　の苔　らぞ　にし　形苑 �短 歌 会 � �俳 短句 

日　こ　い　柁　鯨 の　こ　す　は　る ��ぬれ　花に　さい　見ぶ　をの 夜ぬ　う雨　さの　るり　崩池 

つ　と　や　瑠　る い　云　竹　璃　ま ��の厨　る優　の道　社友　す面 音に　みむ　花に　若に　　に 

で　　ふ　　薮　　色　　で ��聞　一　　て　音　　揺　辞　　の　会　　　　浮 �ん 

に　　名　　深　　ぼ　　紫 ��く　人　　見　の　　れ　れ　　柁　い　　　　か �が 
す　　の　　く　　か　　陽　池 ��耳　　ゆ　か　　や　咲　　　　た∴∴∴∴ぶ　河 �i霞 
ま　　広　　老　　り　　花　田 ��潜　　る　そ　　ま　く　　　　る　　　　花中 �歌 � �歌 
芳せ射場永　を　岩商　業　に ��高　　ま　諜　　け大ず浜大　　心一　　筏 �会 
野　て　岡　草雷　鳴　萩上　田　鞠　幸 ��略　　す　沢　　く　掲　　大場　　地田　　理詰 �稼 
し　を　く　ると重刑 宏ま昇刈盈　信　もし選 ��　昼　　て　　根ト　せ　　浮∴雪 佳　開国　紫房　のシ　り房　上選 �箪 

子　ひ譲　る　子　　江　　子 ��子　　は　子　　陽江　　薄　ミ　　水子　　し 



副il繍涼まつり

●と　き

8月15日（木）

午後7時～9時

●ところ

遠賀町役場横

西川河川敷
（雨天中止）

伝統を受け継ぎ、川を汚
染から守るために精霊流し
を行います。
当日は飲食物の販売をい
たします。

●問い合わせ　遠賀町商工会

℡2　93－016　5

、∴

8月は個人事業税
の納期です

個人事業税の納期が近づきました。
納期限は　第1期分　8月16日－9月2日

第2期分11月16日－12月2日

※納税通知書は8月12日に発送します。

お近くの金融機関、郵便局、県税事務所
で納税してください。

詳しくは、若松県税事務所　℡（761）4025
にお問い合わせください。

乳
児
相
談
があ
り
ま
す

●
と
き
　
8
月
2
7
日
　
（
火
）
　
午
前
9
時

0
0
分
－
1
0
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
　
和

室
●
対
象
　
生
後
3
か
月
～
1
2
か
月
児

●
内
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
保
健
指
導
、
栄
養
士
に
よ
る

栄
養
指
導
、
離
乳
食
試
食
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

『
遠
賀
町
体
育
指
導
委

員
だ
よ
り
』
た
だ
今
、

愛
称
を
募
集
中
＝
…

体
育
指
導
委
員
の
活
動
ぶ
り
を
町
民

の
皆
様
に
紹
介
す
る
「
広
報
紙
」
を
日

月
下
旬
に
創
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
広
報
紙
の
題
字
と
な
る

親
し
め
る
愛
称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
み
　
8
月
0
0
日
　
（
金
）
　
ま
で
に

〒
肌
－
4
3
遠
賀
町
今
古
賀
五
一
三

遠
賀
町
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課

体
育
振
興
係
ま
で
封
書
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

●
発
表
　
創
刊
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。な
お
、
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
人

に
は
、
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
体
育
振

興
係
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4

9
か
月
児
健
康
診
室

が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
8
月
2
9
日
　
（
木
）
　
〔
受
付
＝

午
後
1
時
1
0
分
～
1
時
4
0
分
〕

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
生
後
8
か
月
－
1
0
か
月
児

（
平
成
1
年
1
0
月
1
日
か
ら
1
2
月
3
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
児
）

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
測

定
、
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
健
康
診
査
票

●
料
金
　
無
料

※
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

平
成
8
年
度
就
学
義
務
猶
予

免
除
善
の
中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
日
月
8
日
　
（
金
）

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
教
育
庁
第
一
会
議

室
　
（
県
庁
四
階
）

●
願
書
受
付
期
間
　
8
月
5
日
　
（
月
）

～
9
月
4
日
　
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
教
育
庁
指
導

第
二
部
義
務
教
育
課
学
事
企
画
係

℡

0

9

2

　

（

6

5

1

）

　

1

1

1

1

内
線
5
1
1
9

（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
の
現

況
届
－
提
出
は
お
早
め
に

8
月
2
3
日
ま
で
l
こ
福
祉
課
福

祉
係
へ

（
特
別
）
児
童
扶
蕃
手
当
の
現
況
届
の

提
出
は
8
月
1
2
日
（
月
）
か
ら
2
3
日
（
金
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
届
け
出
を
忘

れ
る
と
、
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
届
け
出
の
際
は
、
証
書
（
手
帳
）

と
印
鑑
を
お
忘
れ
な
く
。
な
お
、
今
年

の
1
月
2
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
人

は
、
前
住
所
地
で
の
所
得
証
明
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
2
0
歳
未
満

の
身
体
に
障
害
の
あ
る
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
父
母
ま
た
は
、
養
育
者
に
対
し

一
定
の
要
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
支
給
さ

れ
ま
す
。

●
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
の
い
な
い

1
8
歳
未
満
の
児
童
　
（
父
親
が
重
度
の
障

害
者
の
場
合
を
含
む
。
た
だ
し
、
児
童

が
公
的
年
金
の
加
算
対
象
と
な
っ
て
い

る
場
合
を
除
く
）
　
の
母
親
や
母
親
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

に
対
し
一
定
の
要
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば

支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
扶
義
手
当
の
請
求

は
お
済
み
で
す
か

昭
和
0
0
年
8
月
1
日
以
降
に
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
よ
う

に
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
間
、

手
当
の
請
求
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
支
給
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
お
済
み
で

な
い
人
は
早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ

詳
し
く
は
、
福
祉
課
福
祉
係
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。



世弗恒久平和への斬り

遠賀町では、戦没者・原爆死没
者のめし、福と平和への祈りをこめ

て、次の日時に30秒間サイレンを
一斉に鳴らします。

●8月15日の正午から

謡鶉⑳春⑥弱参

救急遠賀町　　　　37伴

郡　内　　　179倍

火災遠賀町　　　　0件

郡　内　　　　2件

∴．

特
別
葬
祭
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す

被
爆
者
で
、
広
島
・
長
崎
で
被
爆
し

葬
祭
料
制
度
の
対
象
と
な
る
前
に
死

亡
さ
れ
た
人
の
遺
族
に
対
し
て
、
特

別
葬
祭
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
対
象
者
　
被
爆
者
健
康
手
帳
を

お
持
ち
の
人
で
、
被
爆
さ
れ
た
配
偶

者
、
子
、
父
母
、
孫
、
租
父
母
ま
た

は
兄
弟
姉
妹
を
葬
祭
料
制
度
の
対
象

と
な
る
前
に
亡
く
さ
れ
た
人
　
（
昭
和

2
0
年
8
月
6
日
ま
た
は
9
日
か
ら
昭

和
4
9
年
9
月
5
0
日
ま
で
の
間
に
死
亡

し
た
被
爆
者
の
遺
族
）

※
一
部
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
支
給
額
　
認
定
さ
れ
た
人
一
人
に
対

し
て
、
一
律
十
万
円

●
請
求
期
間
　
平
成
9
年
6
月
0
0
日
ま

で
　
（
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
請
求
で

き
ま
せ
ん
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
遠
賀
保
健
所

（
水
巻
町
大
字
吉
田
）
℡
（
2
0
1
）

4
1
6
1
　
福
岡
県
保
健
環
境
部
健

康
増
進
課
老
人
保
健
係
　
℡
0
9
2

（
6
2
2
）
　
0
1
1
6

大
空
か
ら
あ
な
た
の
街
を

み
て
み
ま
せ
ん
か

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
体
験
搭
乗

を
実
施
し
ま
す

●
と
き
　
1
0
月
1
3
日
（
日
）
「
エ
ア
フ
ェ

ス
タ
9
6
イ
ン
芦
屋
」
当
日

●
と
こ
ろ
　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

●
機
種
等
　
C
H
I
4
7
J
ヘ
リ
コ
プ

夕
－
で
の
北
九
州
上
空
（
約
2
0
分
間
）

体
験
飛
行

●
応
募
要
項
　
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
往

復
は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
は
が
き
一
枚
に
一
人
）

●
締
切
　
9
月
1
3
日
　
（
金
）
　
当
日
消
印

有
効

●
応
募
人
員
　
二
百
人
　
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
〒
棚
1

0
1
　
遠
賀
郡
芦
屋
町
航
空
自
衛
隊
芦

屋
基
地
　
基
地
渉
外
室
広
報
班
　
℡

（
2
2
3
）
0
9
8
1
　
内
線
2
5
4

夏
の
一
夜
、
あ
な
た
を
星
の

世
界
に
誘
い
ま
す
☆
★
☆

ス
タ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
婁
座
観
堅

●
と
き
　
8
月
2
0
日
　
（
火
）
　
午
後
8
時

0
0
分
～
9
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
北
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

及
び
横
広
場
（
島
門
小
学
校
襲
）

●
対
象
∴
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す

が
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

●
携
行
品
　
筆
記
用
具
、
双
眼
鏡
が
あ

れ
ば
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
主
催
　
遠
賀
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

会
※
雨
天
の
場
合
は
、
保
育
ク
ラ
ブ
で
星

に
つ
い
て
の
話
と
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を

し
ま
す
。

圏
園

人
権
相
談
所
を
特
殺
し
ま
す

子
ど
も
の
人
権
問
題
は
、
依
然
と
し

て
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
特
に
「
い
じ

め
」
が
原
因
と
思
わ
れ
る
自
殺
事
件
が

相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
い
じ

め
」
　
の
実
態
も
陰
湿
、
執
よ
う
な
も
の

が
多
く
な
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
「
い
じ
め
」
　
は
、
そ

れ
を
行
う
子
と
も
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
そ
れ
を
阻
止
し
な
い
人
、
見
逃
し

て
い
る
人
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
『
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ

う
「
い
じ
め
」
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・

見
逃
さ
な
い
』
　
を
テ
ー
マ
に
特
設
人
権

相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

●
と
き
　
8
月
2
0
日
　
（
火
）
　
午
後
1
時

5
0
分
～
4
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
茶
室

●
相
談
員
　
遠
賀
町
人
権
擁
護
委
員
の

原
田
清
和
さ
ん
、
山
中
浦
さ
ん
、
福

岡
法
務
局
北
九
州
支
局
の
重
松
洋
佑

さ
ん
、
元
岡
達
哉
さ
ん

●
相
談
内
容
　
い
じ
め
、
不
登
校
の
人

権
問
題
の
ほ
か
、
家
庭
・
相
続
・
登

記
÷
戸
籍
・
金
銭
問
題
等

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
地
域
改
善
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4
　
内
線
2

6

6
身
体
障
害
者
青
年
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す

●
対
象
者
　
福
岡
県
内
居
住
の
身
体
障

害
者
で
5
0
歳
未
満
の
人

●
と
き
・
と
こ
ろ

☆
直
方
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
午
前

1
0
時
－
午
後
3
時
）

9
月
8
日
（
日
）
・
1
0
月
2
0
日
（
日
）
・

1
2
月
1
日
　
（
日
）

☆
ウ
イ
ス
行
橋
　
（
午
前
1
0
時
～
午
後
3

時）9
月
2
9
日
（
日
）
・
1
0
月
1
3
日
（
日
）
・

1
2
月
2
2
日
　
（
日
）

●
内
容
　
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
講

座
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
実
習
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
社
会
参
加
促
進
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
中
央
区
六
本
松
一
－
ニ
ー

二
二
）
　
　
℡
0
9
2
　
（
1
2
5
）
　
4

5

3

1

、

0

9

2

　

（

1

5

1

）

　

3

2

●
締
切
　
開
催
日
の
三
日
前
ま
で



遠賀のむかしぼなしは休みました。

（町内分・敬称略・○数字は順位）

●卓球大会

6月23日、広渡小学校体育館
★団体の部　①浅木Aチーム、②田園チーム、③遠賀中学B
チーム

★一般男子の部　①安高正明、②河内勇夫、③郷間富士美
★一般女子の部　①岩本ナセ　②山下美穂　③郷田百合子
★初心者男子の部　①坂田通成　②安部拓也　③白木孝志
★初心者女子の部　①竹田郁美　②豊平夕加　③武谷利恵
★小学生の部　①河内唯　②泉原美穂　③川上真依
★ラージポールの部　①吉田サダ子　②中村愛子

③松尾ティ子
★ダブルスの部　①郷田富士美・郷田百合子　②石村貴弘・
石田さやか　③森啓祐・草野徳彦

●男子バレ“ポール大会

6月30日　勤労者体育センター
優勝：鬼津チーム　幣優勝：東和苑チーム

●バドミントン大会
6月23日　勤労者体育セン喜
★男子A　①広瀬勇夫・宮崎圭一

★男子B　①野路章一・樋口一己　②太田富雄・西村勝年　③森田

武繁・五十嵐正男

★女子A　①古賀加代子・矢野一葉　②小関英知代・村上真理子

★女子B　①太田英子・小林洋子　②大間一千・小iiI出博美

③入江久美子・竹内三枝子

★女子C　①村田奈緒了っ太田里美　②柴田昌子・高良千鶴

③板倉由美・太田久美子

★女子D　①原田由美・島村妙子　②川崎恵子・持出しげ代

③嶋田栄美・嶋田稔了・

★混合A　①宮崎圭一・小関美知代　②矢野豊貿・森田由子

③鷹取康一・古賀加代子

★混合B　①西村敏彦・占部智広　②野路章一・織円幸子

●公民館対抗ソフトバレーポ“ル大会　　　③樋口‾‾己‘小林洋子

7月7日　勤労者体育センター・町民体育館　●ソフトテニス大会

認諾冨器二誓準優勝‥浅水チ＿ム　　　　7月7日、遠賀総合運動公園テニスコート
町民体育館会場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★男子・準優勝　堀・本田組
★優勝：鬼津チーム、準優勝：田園北チーム

窒三三：／／．i／＿＿：、＼ 
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